
平成３０年１０月５日

１学年だより 第１１号

仙台市立東華中学校

文責：堀部 隆

親師会１学年行事「ブックトーク」を終えて
１０月４日（木），かしわホールにて，親師会１学年行事「ブックトーク」が行われました。講師に

仙台市立八乙女中学校主幹教諭の中川美佳先生をお迎えし，『心に力をくれる本』をテーマに９冊の本

を子供たちに分かりやすく紹介していただきました。中川先生の「毎日頑張っている東華中の１年生に

是非読んでほしい。」という思いの詰まった，素敵な「ブックトーク」になりました。

なお，今回御紹介いただいた９冊の本は，２学期から「学級文庫」として各学級に置いて貸し出しを

いたします。たくさんの生徒に読んでほしいと思います。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ 今回御紹介いただいた本 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

☆ 『一瞬の風になれ１・２・３』～佐藤多佳子～ ☆

☆ 『明日につづくリズム』～八束澄子～ ☆

☆ 『十二番目の天使』～オグ・マンディーノ～ ☆

☆ 『カラフル』～森絵都～ ☆

☆ 『終末のフール』～伊坂幸太郎～ ☆

☆ 『中学時代がハッピーになる３０のこと』～中谷彰宏～ ☆

☆ 『「やる気スイッチ」が入る！３０のヒント』～松田正男～ ☆

☆ 『中高時代に読む本５０』～清水克衛～ ☆

☆ 『きみの行く道』～ドクター・スース～ ☆

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

今回，中川先生から御紹介いただいた中の１冊『終末のフール』を読んでの感想を，第三学年副主任

の柴田文友先生が話してくれましたので御紹介します。

私は伊坂幸太郎の作品が好きでこれまでにも何冊か読んでますが，『終末のフール』は特に印象

に残っている作品の一つです。「３年後に地球に隕石が落下してしまい地球は滅亡する」となった

ら自分はどのように行動するのだろう。自分の生き方を問われているような気がしました。かとい

って悲壮感はなく，読後は穏やかな気持ちになれる作品でした。



今回の「ブックトーク」を受講しての生徒の感想を紹介します。（一部抜粋）

１組 ○○ ○○ さん

私が心に残った本は２冊あります。１つ目は『一瞬の風になれ１・２・３』です。頑張って努力

しても目標にたどり着けるかどうかなんて分からないけれど，努力もしないままだと可能性が１％

もない。私はたとえ目標にたどり着けなくても，頑張って努力していきたいと思った１冊でした。

もう１冊の本は『明日につづくリズム』という本です。「夢を叶える」ということができるのはほ

んのひとにぎりの方達だと思います。そのときの不安や心配する心を支えてくれるものを主人公は

持っていて，だからこそ「夢を叶えたい」という気持ちが湧いてくるのだと思います。中川先生の

お話は「この本を読みたい」と思わせてくれる，とても楽しいお話でした。

２組 ○○ ○○ さん

私はこのブックトークで『きみの行く道』と『カラフル』がとても心に響きました。特に『きみ

の行く道』では，自分や周りのことを重ね合わせ，「自分だけじゃない。みんな同じなんだ。」と思

いました。私は失敗したとき，すぐに周りと比べて「なんで自分だけ」と思うことが何度もありま

した。小学校の頃には生きるのが嫌になった時期もありました。そのころのことを思い出して聞い

ていると「きみの行く道」と「カラフル」を一緒に読んで，心の支えにしていきたいと思いました。

私は今日のブックトークを通して「明日からは違う。今からリセットしてまた頑張ろう。」と思え

るようになりました。私の人生の道が少し明るくなった気がします。

３組 ○○ ○○ さん

中川先生が話していた本の中で一番魅力を感じたのは『カラフル』です。『カラフル』の主人公

はとても不幸な人生を送っていると先生は話していました。私は内容が暗めのお話が好きです。私

が暗いお話が好きな理由は，私自身が体験したことのないような，どん底に落ちてしまった人がど

のようにして自分を強くして上がっていくのかを見ることができるからです。そして，この物語は

非現実的な要素もあるので，どのような展開になるのか，どのような描写をするのかがとても気に

なりました。周りの環境がひどい中で，どのようにして自分に希望を持ち，頑張っていくのか，今

から楽しみです。中川先生のお話は，聞いていてとても面白かったです。

４組 ○○ ○○ さん

私は小説のような小さい字を読むことがあまり好きではありませんでした。よく本を読んだ感想

などで「その言葉で私は心を動かされた」などと書かれています。私はそんな大げさな言い方をあ

まり信じていませんでしたが，今日の中川先生のお話でそのことを初めて実感しました。一番印象

に残った本は『きみの行く道』です。私は中学校に入ってから「友達はできるのか？」「クラスに

は馴染めるのか？」「失敗はしないか？」などと毎日が不安でした。でも，この本の内容を聞いて，

「自分ができることをしよう！」「自分の行く道は自分で決めよう！」と自信を持つことができま

した。成功する可能性は９８と３／４パーセント。失敗してもそこから何をすればいいのかを今日

しっかり学ぶことができました。また，自分自身を支えてくれる人や物の存在の大切さを，この時

間でしっかりと考えることができました。この貴重な時間を確かなものにしていけるよう，これか

ら頑張っていきたいと思います。


